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下痢原性大腸菌

カテゴリー 病原性因子

ETEC (enterotoxigenic E. coli) LT, ST
腸管毒素原性大腸菌

EIEC (enteroinvasive E. coli) invE or ipaH
腸管細胞侵入性大腸菌

EHEC (enterohemorrhagic E. coli) Stx1 (VT1), Stx2 (VT2), eae (LEE)
腸管出血性大腸菌

EPEC (enteropathogenic E. coli) eae (LEE), bfpA
腸管病原性大腸菌

EAggEC (enteroaggregative E. coli) aggR, astA, CVD432
腸管凝集接着性大腸菌

その他の下痢原性大腸菌 astA, afa, cdt, cnf



EHEC以外の下痢原性大腸菌による食中毒事例
（2004-2011年, 患者数100名以上のみ）

発生年月 推定原因施設 患者数 血清群/血清型 病原性因子

2004年5月 飲食店 114 O26

2004年8月 旅館・ホテル 103 O115:H19 eae

2005年7月 キャンプ場 265 OUT eae

2007年9月 中学校 229 O44:H18 aggR

2010年9月 仕出屋 503 O6

2011年9月 事業所,給食施設 516 O148 ST



・ 衛生微生物技術協議会研究会大腸菌リファレンス会議

2011年6月29日（東京）：

決定事項

1) 発生動向調査の調査票見直し

（EPECの定義変更、EAggECの追加）

2) Escherichia albertii の取り扱い

・ IASR 2012年 1月号（<特集>下痢原性大腸菌）でのお知らせ

・ 衛生微生物技術協議会研究会大腸菌リファレンス会議

2012年6月28日（横浜）での確認

下痢原性大腸菌のレファレンスに関する経緯



下痢原性大腸菌の分類
病原微生物検出情報（IASR）2012年1月号





「型別結果選択」

「病原体種別」

細菌

「検出病原体選択」

ETEC
EIEC
EHEC/VTEC
EPEC
EAggEC
他の下痢原性E.coli

自由記載
E. albertii など



病原微生物検出情報（IASR）2012年5月号

Escherichia の新種 E.albertii について

福岡県保健環境研究所
村上光一 先生

生化学的性状が非定型（キシロース陰性、ラクトース陰性、運動性なし）の大腸菌

eae   陽性→  EPEC → E.albertii eae+
stx2f 陽性→  EHEC → E.albertii stx2f+

E.albertii について：
当面は EPEC (eae +) または EHEC (stx2f+) として
NESIDに登録して頂き、
特記すべき生化学的性状の項に E.albertii と記入して頂く.



OUT:HNM eae+ → Escherichia albertii

関連記事：

病原微生物検出情報（IASR）2012年 1月号 8-9頁
＜特集関連情報＞
非典型的病原血清型大腸菌（OUT:HNM）が主因と推定された食中毒事例-熊本県



aggR(+), CVD432(+), astA(+), eae(-)

検出病原体: EAggEC の場合

病原体個表の記入例

検出病原体: 他の下痢原性E. coli の場合

病原性因子検査せず

または

LT(-), ST(-), eae(-), aggR(-), invE(-), astA(-)

特記すべき生化学的性状等

特記すべき生化学的性状等

特記すべき生化学的性状等


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10

